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LREPとは

LREPとは、当社における20年以上のLANSA開発経験
を活用し、LANSA開発局面における作業効率向上を
目的として作成したツールです。

 LANSA リポジトリ情報を探索し、システム改版時の
影響調査を容易に行うことができます。

 プログラミング時に便利な支援機能や、開発環境
の不具合調査の支援機能等、設計/開発/導入局
面における支援機能が充実しています。

開発・販売元 ： 株式会社 エム・アイ・エス
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LREPツールの特徴

 直感的な操作性

 コックピットオペレーションができる

 考えなくてもできる、連想記憶不要

 新人でも使いやすい

 品質向上への貢献

 関連する問題点を自動的に抽出

 パフォーマンスアップへの貢献

 開発工数の正確な見積

 複雑な組み合わせも論理的な数値で把握

 パフォーマンス改善要素を容易に把握

 稼働環境への対応

 マルチエンバイロメント対応

 クラウド環境でも利用可能（※将来計画）
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LREPツールができること

リポジトリ

1.妥当性検査
2.参照整合性
3.仮想フィールド
4.トリガー
5.再利用可能コンポーネント
6.多言語とDBMS
7.ビジュアル
8.ヘルプテキスト
9.セキュリティ

ファイル
フィールド情報

命名規則に準拠しているかチェックしたい

ファイル属性の設定誤りがないか確認したい

消費税率変更に伴う影響調査をしたい

フィールド属性変更に伴う影響調査をしたい

LANSAバージョンアップの影響調査をしたい

すべてのソースコード種類に対して一括検索したい

最新の設計資料を自動生成したい

論理ファイル統合の影響調査をしたい

特定人物が改修したファンクションを洗い出したい

改修前ソースとの比較をしたい

メッセージファイルの利用場所を確認したい

チェックイン漏れがないか確認したい

LREPツールが解決！

CRUD情報を一括取得したい
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LREP の動作仕様
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LREP リポジトリ
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LREPの動作仕様 – 詳細

 LANSAリポジトリの検索と分析効率とを高めるため、LANSAリポジトリを独自DBへ取り込みます。

– LANSA version 11 から 14 をサポートします。（これ以前のバージョン対応は応相談）

– クロスリファレンスを高速に検索します。

– ファンクション/フォーム/パーツの編集履歴を記録します。

 開発者のための検索機能を提供します。

– CRUD 解析, ファンクション呼出の解析

– RPAを使用したドキュメンテーション
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LREPの画面インターフェース
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リポジトリ内
オブジェクトの
リスト表示

オブジェクトの詳細情
報を表示

プログラム構造や
ファイル構造の詳細
を表示検索結果がリスト形式で表示

検索方法の指示メニュー プログラム構造
やファイル構造
の表示
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LREPの検索機能
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検索条件を保管できるので、
再利用も容易

多種多様な検索条件の指定が可能
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LREPのドキュメント機能
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検索結果はCSV形式で
出力が可能

各種設計書の出力が可能
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将来計画
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Watsonとの連携

 Watsonでソースコードを分析して、プログラムの概要を表示し用途を推測する。

 対象のオブジェクトから間接的に影響を受けるファイル・ファンクションを
推測してリストアップする。

RPA(Robotics Process Automation)を活用したドキュメンテーション

 CSVファイルを書き出し、テンプレートで成型したドキュメントを生成します。

 ADSGに準拠したドキュメントを自動出力。

バグ・インシデント管理／プロジェクト管理

 リアルタイム コラボレーション（チームメンバーへの自動メール送信を行う ）

 オートマティック・デプロイメント
（バグ発生モジュールから影響を受けるモジュールを検索して、通知する）

 Gitサーバと連携した作業ワークフローへの連携。

スマートスピーカーとの連携

 検索操作にてスマートスピーカーを利用する。

 LANSA自身がスマートスピーカー（音声認識・音声合成）の
アクセスAPIを実装した場合への対応。
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AIを開発に活用する
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IBM Watsonの特徴 ＜人を支援する知能＞

・過去のデータから学習できる
コンピュータ向けに整理されていないデータからも学習できます。

・学習したデータにおける関係や傾向を類推する
・人間では気づけないような関係性を見つけ出します。
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AIでの開発支援の検討要素
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BUGの可能性は複雑性ならびに生産性の低さと相関する

生産性の低いコードとは･･････
ライン数のわりにファイルアクセスが少ない
同等機能なのにもかかわらず、ライン数が他と比べて多い
入出力情報は多いが極端にコード数が少ない（チェック不足が想定される要点検コード）
分岐・サブルーチンが複雑で、構成が読みにくい
読みにくさは、他にもコーディングルールに則さない、階層が深い、コメントが無いなど。

モデルベースのテストを自動実施し、
前バージョンと比べ入出力が大きく変わるコードを発見する

過去のデータよりディープラーニング処理
分岐・入出力項目の分析からテストパターン作成の補助を行う
システム内の重複した同一処理を見つけることで、機能のパーツ化を補助する
膨大な情報の中から、どの項目が重要な経営情報に関係しているのかの洗い出し

優秀なコードをみつけて、開発者のスキル判定
コードの量と製造期間の関連性チェック（内容のわりに改修ステップ数が多すぎるなど）

⇒ 優秀なプロジェクトリーダーの早期発見
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AI(人工知能)/機械学習の活用分野
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ＳＷ開発分野
・プログラム品質予測
自動Ｔｅｓｔｉｎｇ
Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

マーケティング
・ＳＮＳのつぶやきから得られる番組の評価や組み合わせ など
膨大なデータから人間では気づけないような関係性を見つけ出します

機械分野
・機械の稼働状態を判断し、最適化を行う。
・蓄積したデータを解析し、故障サイクルの予測を実現する。

ヘルスケア分野
・健康状態の管理から、健康増進／予防管理を行う。
（生活習慣の見直しを通じて、支援を行う。）

AI
(人工知能)
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LREPツールの動作環境

 対応LANSAバージョン（2018年8月時点）
 バージョン 11 SP5 / 12 SP1 / 13 SP2 / 14 SP2

 必須ソフトウェア要件
 Java SE 8 が稼働するWindows OS （Windows 7 / Windows Server 2008 以降）
 SQL Server 2014 Express

 必須ハードウェア要件（推奨要件）
 Core i5 2.0GHz (Xeon以上のCPU)
 4GBのメインメモリ (8GB以上のメインメモリ)
 20GB以上のHDD空き容量 (50GB以上の空き容量)

※CPU速度、ディスク速度、メモリ容量が検索速度とリポジトリの取込速度に、
ディスクの空き容量は取り込み可能なリポジトリの総容量に影響します。

※クライアント／サーバ構成でのご利用もいただけますが、
ネットワーク性能によっては検索速度に影響を受ける可能性があります。
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LANSA開発者における導⼊効果の定量分析結果

LANSAシステム構築時における開発者の作業効率を３８％ＵＰさせ、
同じ人員数で他の有益な作業を実施することができるようになります。

作業項目
１日の作業時間
に占める割合

LREP
の貢献度

効果率

システム変更に伴う影響調査 35% 30% 11%

プログラム・ソースの解析 20% 60% 12%

コード標準化検証 10% 50% 5%

バージョン・リリースアップ影響調査 10% 30% 3%

不具合調査 25% 30% 8%

合計 38%
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LREP活用事例「 LANSAバージョンアップの影響調査をしたい」

LANSAバージョンアップの影響調査を行う際に、
バージョン互換性の無いファンクションを検索・表示できます。

（例：バージョン互換が無いABORTコマンドを検索する）

検索画面 「ABORT」コマンドを使用している
ファンクションを一覧表示！
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LREP活用事例「改修前ソースとの比較をしたい」

改修したプログラムをテストしたらバグが発生した場合
→改修前と改修後のソースを左右に並べて表示できます。

ソースコード比較画面

中央のスクロールバー部分で
ソース全体における変更箇所
が把握可能！

修正前のソースコードと
現在のソースコードを比較！

変更箇所が色分けされており
一目で把握可能！
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LREP活用事例「ソースを圧縮して全体を掌握したい」

ソースの中で分岐条件のみ抽出したい場合
→ソースを圧縮して表示できます。

ソースコード表示画面 ソースを見たい部分のみに圧縮して
閲覧することが可能！

キーワードを指定し、該当ソース
のみに圧縮することが可能！
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LREP活用事例「ソースの複雑度を知りたい」

改修対象のソースについて、複雑度を確認することができます。
検索画面

複雑度を数値化！

※複雑度とは、循環的複雑度（Cyclomatic complexity）の評価方法に基づき
算定したものです。

選択されたファンクションを分析
結果を表示！



Best Solution & Best Partner

19

LREP活用事例「すべてのソースコード種類に対して一括検索したい」

ファンクション/フォーム/パーツ全体について、
ソースコードの種類をまたいで一括で検索ができます。

検索画面

該当するソース行のコード内容
がその場で閲覧可能！

ファンクション/フォーム/パーツを
またいで検索可能。
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LREP活用事例「CRUD情報を一括取得したい」

ファイルを指定して、CRUD情報を一括検索・取得できます。

検索画面

CREATE/READ/UPDATE/DELETE毎に
タブが分かれて表示されるので、必要な情
報を瞬時に確認可能！

該当するソース行のコード内容がその場で
閲覧可能！
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LREP活用事例「ファイル属性の設定誤りがないか確認したい」

指定したファイル属性・設定値で検索を行い、
指定に該当しない設定がされているファイルを一覧表示できます。

検索画面

ファイル属性に「LVLCHK(*YES)」の指定が
無いファイルを表示！
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LREP活用事例「消費税率変更に伴う影響調査をしたい」

消費税率計算ルーチン改修の影響を洗い出したい場合
→該当オブジェクトの関連ファンクションを抽出し一覧表示できます

。
検索画面

消費税サブルーチンを利用している

ファンクション、フォーム、パーツを

一度に検索し、漏れの無い結果を

取得可能！
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LREP活用事例「プログラムの階層をチャート図で見たい」

→プログラムの関連を階層で確認することもできます。

プログラム階層をチェート化できるので、

全体の関連を確認することが可能！

プログラム関連
を階層（Level）付
きで確認可能！
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LREP活用事例「メッセージファイルの利用場所を確認したい」

メッセージファイル(*MSGF)に対する検索ができ、
検索結果を元にソースコード内での利用場所を確認できます。

検索画面
MSGIDの一部や、

メッセージ文の一部を指定して検索可能。

クロスリファレンス機能を使用して、

メッセージから、利用しているプログラムを検索可能。
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LREP活用事例「特定人物が改修したファンクションを洗い出したい」

新人の田中氏が仕様を勘違いしソース改修を行ってしまった場合
→該当人物が修正したファンクションを一覧表示できます。

検索画面

最終更新者が田中氏であるファンクション
を検索！
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LREP活用事例「フィールド属性変更に伴う影響調査をしたい」

社員給与フィールドの桁あふれが発生し、桁数拡張を行う場合
→クロスリファレンス機能で、フィールド名を元に使用している

ファンクションを一覧表示できます。

検索画面
社員給与フィールドを使用している
ファンクションを一覧表示！
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LREP活用事例「命名規則に準拠しているかチェックしたい」

フィールドが命名規則に準拠しているかチェックしたい場合
→準拠していないフィールドを一覧表示できます。

検索画面
【例】金額フィールドの命名規則

・フィールド名に”KG”が含まれていない。
・フィールド記述に“金額”が含まれる。
・桁数が７桁以上。
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